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AutoCADが一本化されて
シンプルな製品構成に

　　2018年3月23日より、AutoCAD
のサブスクリプションは、一本化され
たひとつのAutoCAD製品となり、業
種別製品のさまざまな機能を利用でき
るようになった。この新しいAutoCAD
の名称は、「AutoCAD inc lud ing 
specialized toolsets」と命名された。
　 今 回 の 変 更 に よ り 、い わ ゆ る

「A u t o C A Dファミリー」と呼ばれて
いたラインナップがシンプルになり、
A u t o C A Dのサブスクリプションに
AutoCAD業種別製品のすべての機能
とライブラリが業界専用ツールセットと
して含まれたことになる。

　AutoCAD2019の新しいサブスク
リプションに含まれる業種別ツールセッ
トは、Architecture、Mechanical、
Electrical、Map 3D、MEP、Raster 
Design、Plant 3D。
　以上のラインナップで、日本語で提
供されていないMEPについては英語
版が利用できる。ちなみにAutodesk 
Civil 3DやAutoCAD LTは、含まれて
いない。
　この新しいAutoCADは、「サブス
クリプションメンバーにさらに優れた
価値を提供できる」「シンプルな製品
ラインナップ。ひとつの製品に業種別
機能が搭載され、エンドユーザー様が
必要な機能を選びやすくなる」といっ

たメリットがある。エンドユーザー様
は、AutoCAD製品シリーズの各業
種別製品を購入する必要がなくなり、
AutoCADの新しいサブスクリプション
を購入するだけで、さまざまな業種別
ツールセットの機能を利用でき、ビジネ
スニーズに応じて必要なツールセットを
選択できるのだ。
　また、この変更にともなって、2018 年
4月2日より、Autodesk Architecture, 
Eng ineer ing & Const ruc t ion 
Collection（以下、建設・土木業界向けコ
レクション）および、Autodesk Product 
Design & Manufacturing Collection

（以下、製造業界向けコレクション）の業
界別コレクションに、AutoCADの業種別
ツールセットが含まれるようになる。この
業界別コレクションは、登場以来、非常に
バリューの高いソリューションとしてエン
ドユーザー様から評価を受けている。
　例えば、BIM／CIM、i-Construction
業務を包括的に支援する建設・土木業
界向けコレクションは、AutoCADをは
じめ、Revit、Civil 3D、InfraWorks、
Navisworks Manageなどを含むソ
フトウェアで構成され、このうち2つの
製品を利用するだけで、単体製品をそ

AutoCAD including specialized toolsetsが登場!!
エンドユーザー様のCAD業務をこれまで以上に支援する
AutoCAD業種別製品のすべての機能が使える専用ツールセット
AutoCADのサブスクリプションが大きな変化を遂げた。AutoCAD 2019のサブスクリプション
は、AutoCAD including specialized toolsets（=業種別ツールセット含む AutoCAD）
となり、これまで単体製品として提供されていた業種別製品のさまざまな機能が一本化されて、
ひとつのAutoCAD製品となった。エンドユーザー様は、シンプルな製品ラインナップにより、
必要な機能を選びやすくなり、価格を含むさらに優れた価値を享受できるようになる。

●AutoCAD Including specialized toolsets
　 に含まれる業種別ツールセットの内容

• AutoCAD Architecture / 建築設計ツールセット
• AutoCAD Mechanical / 機械設計ツールセット
• AutoCAD Electrical / 電気制御設計ツールセット
• AutoCAD Map 3D / 地図情報ツールセット
• AutoCAD MEP / 設備設計ツールセット※

• AutoCAD Raster Design / ラスター画像処理ツールセット
• AutoCAD Plant 3D / 3D プラント設計ツールセット
※日本語で提供されていない製品については英語版をお使いいただけます。

6968



C
A
D
情
報

れぞれ購入するよりもお得な価格と
なっている。同様に、製造業界向けコレ
クションは、Inventor Professional、
AutoCAD、Nastran In-CAD、HSM
を含む、最新の3Dプロダクトデザイン
およびエンジニアリングソフトウェアを
パッケージにしたコレクションで、ものづ
くりに必要な設計、シミュレーション、ビ
ジュアライゼーション、コラボレーション
といったソリューションを魅力的なパッ
ケージ価格で提供している。こちらも2
本以上使うことで、単体製品の購入より
価格的に有利となる。
　4月2日以降、これらの業界別コレク
ションにAutoCADの業種別ツールセッ
トが含まれることで、エンドユーザー様
は、追加費用を負担しなくても必要な機
能を使えるようになる。

パートナー様には積極的な　　
切り替えの支援をいただきたい

　AutoCAD including specialized 
toolsetsの登場により、2018年3月23

日より、AutoCAD および AutoCAD 
業種別製品のサブスクリプションは単体
での新規購入できなくなる。この点には
注意したい。
　AutoCAD including specialized 
toolsetsの価格は、シングルユーザー
アクセスによる1年間のサブスクリプ
ションの場合、185,000円（税別）。
AutoCADやArchitecture、Electrical
など2つの製品以上を使うことを考える
と価格の優位性が理解できる。
　価格的なメリットに加え、製品を選
択しなくてもAutoCAD業種別製品の
すべての機能とライブラリを利用でき
るといったメリットがある。AutoCAD
の業種別ツールセットは、これまで単
体製品を利用していたエンドユーザー
様の切り替え需要が高まると予想でき
る。現時点では、既存のサブスクリプ
ションメンバーが自動的にAutoCAD 
including specialized toolsetsへ
移行する予定はない。エンドユーザー
様が新しいAutoCADへの移行を希望

された場合は、パートナー様のビジネ
スチャンスと理解し、積極的に支援して
いただきたい。切り替え費用に関して
は、エンドユーザー様のサブスクリプ
ション契約が残っている場合、残り期間
内において、AutoCADやAutoCAD 
業種別製品のサブスクリプションから 
AutoCAD including specialized 
toolsets に無償で切り替えられる。ま
た、現在、AutoCAD業種別製品のサ
ブスクリプションを使用中のエンドユー
ザー様は、契約中のサブスクリプション
を引き続き更新することができる。ただ
し、保守プランからサブスクリプション
への切り替え（M2S）で、既に特別価格
を利用された場合は対象にならないこ
とには注意したい。
　また、建設・土木業界向けコレクション
や製造業界向けコレクションの導入を検
討中のエンドユーザー様には、4月以降
にAutoCAD including specialized 
toolsetsが含まれることをお知らせして
もらいたい。

●全世界のパートナー様向けカンファレンス
　 「One Team Conference 2018」を開催！

　「One Team Conference」は、全
世界のオートデスクの重要なパート
ナー様に対し、オートデスクの経営陣
やインダストリー責任者が新年度の
販売・製品戦略を紹介する大規模なカ
ンファレンスだ。ここでは、General 
Session（基調講演）」に登壇したワー
ルドワイド・セールス・サービス担当 
上級副社長のスティーブ ブラム氏の
講演を紹介したい。
　Steve Blum氏は、オートデスクは
サブスクリプションへの移行を推し進
め、その結果、エンドユーザー様はも
ちろん、パートナー様の成長を加速す
る成功サイクルを作り出していると話
す。このサイクルは「Land」「Adopt」

「Expand」「Renew」であり、これらが
どのように顧客の成長に貢献してい

るのかが説明された。
　まず「Land」とは、新しいユーザーに
販売することであり、現在でも1200
万人以上の潜在的なユーザーと、
200万人以上の永久ライセンスの
ユーザーが存在していると話す。次の

「Adopt」とは、契約ユーザーが製品
を効果的に使用できる環境を提供す
ること。「Expand」とは、サブスクリプ
ション総数を拡大し、価値の高い商品
を販売すること。そして「Renew」は更
新のことで、更新し同時にアカウント
の利用幅を広げていくことが重要と
のことだ。
　この成功サイクルを推進すること
で、パートナー様の定期的な収益を加
速することができ、今後の年間収益の
最大化につなげられると語った。
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